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  NPO PTPL“ともいき”便り No.83 
平成 27年（2015 年）9 月 8 日発行 

 

■白露（はくろ）   9月 8日から 9月 22 日までの節気  

  

白露とは、「露」が宿って、「白く」見えるという意味です。朝早く、草に降り

た露のしずくが、小さな水晶玉のように輝いています。澄み切った高い空に、

秋の空気がただよいます。春から夏にかけて日本で過ごした鳥たちが南へ向か

って飛び立つころです。 
白露という言葉、二十四節気の中でもとても素敵で好きな言葉です。 
暑い夏も終わりをお告げ、静かで、心地よい秋へと移り変わる時季ですね。 
 
「日本の大和言葉を美しく話す～こころが通じる和の表現～｣(著者：高橋こうじ、

発行：東邦出版)が事務所にあり、ざっと目を通してみました。 
その中に、この時季にふさわしい言葉を見つけました。それは｢そぞろ歩き｣。 
｢そぞろ歩き｣の意味のもともとは、ぶらぶら歩くこと、いわゆる散歩です。散

歩の楽しみや、そこで目にした街角の風景や木々や草花について話すときの大

和言葉です。 
 
●足の赴くまま 
散歩は、自由に好きなところに好きなペースで歩く、つまり歩くことを純粋に

楽しむ、贅沢な時間の過ごし方です。 
この散歩の気分を｢足の赴くままに｣あるいは｢足の向くままに｣といえば、自由

な時間を楽しんでいるというニュアンスが、よりいっそう相手に伝わりますね。 
 
●道すがら 
散歩は思案や思索の場にもなります。散歩中にハッとひらめくこと、気づくこ

とが、しばしばあるという方も多いと思います。 
このような時、｢散歩中に考えたんだけど・・・・｣を｢散歩の道すがら考えたん
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だけれど・・・｣といえば、真剣に考えた様子が相手に伝わります。 
｢道すがら｣には｢途中｣だけでなく、｢歩く間中｣という意味もあるからです。 
 
皆さん、いかがですか。暑い夏も過ぎ、白露の節気を境に散歩には最適の時季

がやってきます。この｢そぞろ歩き｣の言葉を思い出しながら散歩をしてはいか

がでしょうか。今までと違った感覚が生まれ、散歩がよりいっそう楽しくなる

ような気がします。 
 
このほかにも、この著書には普段の生活で用いられる多くの大和言葉が紹介さ

れています。 
著者はこの本で、「大和言葉には『心に染みる』特性があります。ところが最近

は、造語能力に富む漢語や一見おしゃれな外来語に押されて、長く愛され、用

いられてきた美しい大和言葉があまり使われていない、という現象が生まれて

います。これは本当にもったいない話。」と書き記しています。大和言葉を用い

ることで、会話や文章が美しくなり、より充実したものになることが筆者の願

いです。まさにその通りだと思います。 
        佐藤 誠（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE事務局） 

 

 

 

■ ともいき・ともうみ・ともさち雑感彼是 

「江戸しぐさ」（著者：越川禮子・発行：KK ロングセラーズ）を読みました。 
この本を本屋さんで見つけた時、咄嗟に、近江商人の「売り手よし、買い手よ

し、世間よし」という三方よしの活動理念が頭をよぎりました。 
著者はこの本で、「今日の日本は高度情報化社会が進む一方で人と人の触れ合う

機会が少なくなり、コミュニケーション不足によるさまざまな事件が増えてい

ます。こうした背景には社会の秩序を乱す、自分さえよければいいといった、

ひとりよがりの考えをしている人が多くなっていることが挙げられます。その

さまざまな社会的課題を解決する活動のひとつとして、また安心な社会づくり、

豊かな人づくりを目指して「江戸しぐさ」の普及、振興に努めています。そし

て、「江戸しぐさ」という人付き合いは「ともいき」の知恵であり、「江戸しぐ

さ」は見ず知らずの赤の他人や異文化とうまくやっていくためのノウハウで、
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「ともいき社会」のモデルでもあります。 
「江戸しぐさ」は、江戸商人のリーダーたちが築き上げた、上に立つ者の行動

哲学で、人間関係を円滑にし、安心な社会づくりのカギになっていたといえま

す。」と言っています。 
和の精神、「ともいき」の精神にもつながり、とても楽しく、おもしろく読ませ

ていただきました。「ジャパネスク運動」推進室の推薦する一冊です。 
ジャパネスクのホームページ「ジャパネスク語り」の「ともいき」

(No4/No5/No20/No50)をご覧ください。 

（http://japanesque.tokyo/katari.html） 

 

勝田 祥三（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE理事長） 

 

 

 

 

■事務局だより 

●9月に入りました。 

9月の季語に「名月」があります。今年の「十五夜（中秋の満月）」は旧暦 

8月 15日の夜の月、9月 27日（日）にあたります。 

一年のうちでもこの夜が最も澄んで明るく、秋草の花、競う虫の音、それに露

と、秋の風物が揃う時節です。 

「月々に月見る月は多けれど、月見る月はこの月の月」、月をこよなく愛でる日

本人ならではの豊かな表現ですね。 

さあ!! あなたも一日一回、ともいき暦を。 
「ともいき暦」はあなたの生きる知恵、生活の知恵です。 

ともいき暦に親しみましょう。 

http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2015/ 

 

http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2015/
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●本年より本格的にスタートしました｢ジャパネスク運動｣。ぜひ、皆さまのご

支援、ご協力をお願いします。 

 そのためには、ぜひとも、下記のジャパネスクサイトとフェイスブック「不

思議、驚き、魅力のジャパネスク」をご覧ください。 

 そして、多くの知人、友人の方々のご紹介いただければ幸いです。 

 ジャパネスクサイト：http://japanesque.tokyo/ 

 フェイスブック：https://www.facebook.com/japanesque.tokyo 

 

●会員募集のご案内 

 NPO活動を推進していくためには、多くの皆さま方のご支援・ご協力が不可欠

です。 

 NPO PTPL では、常時、個人会員と法人会員を募集しています。この便りをお

読みの方で、ご本人またはお知り合いの方々にご案内いただければ幸いです。 

 詳しくは下記まで、メールまたはお電話・FAXにてお尋ねください。 

 

NPO PLANT A TREE PLANT LOVE事務局  担当：佐藤 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1-2-18 虎ノ門興業ビル 7階 

電話：０３－６２０５－７５０３ FAX ：０３－６２０５－７５０４ 

Email：info@plantatree.gr.jp 

 


